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国立市がごみ減量で
　がんばっていることや課題

　国立市は東京都のほぼ真ん中に位置し、人口 75,000 人弱の、大学と住宅地、農地を中心
とした落ち着いたたたずまいの市です。国立市がごみ減量施策でがんばっているふたつのこ
とを、紙面を借りてみなさまにお伝えしたいと思います。

国立市はＥＰＲを柱とした循環型社会を目指す

が ん ば 員職る さ体治自
ん

　国立市生活環境部長　 山田 英夫

　国立市のごみ減量施策でがんばっていることの一つは、実際に実施していることとして、可
燃ごみ ( 燃やさざるを得ないごみ ) 以外はすべて再資源化して埋め立てをなくしたことです。
先日数えましたら、収集後に国立市環境センターで再分別することで、40 種類以上に分別し
ていました。環境センターでの再分別は、他の追随を許さないシステムであろうと自負してい
ます。
　さてもう一つは、廃棄物行政の方向性について「ＥＰＲ(拡大生産者責任 ) を柱とした循環型社
会を目指す」という少し先駆的な考え方を持っていることです。可燃ごみ以外すべて再資源化
しているにもかかわらず、資源化率は多摩地域では下から何番目といった状況ですが、この目
標があるためさほど気にはしていません。
　多摩地域の廃棄物行政は、昭和 29 年の清掃法施行によりいっせいにスタートを切り、昭和
50 年代に焼却・埋め立て行政に行き詰まり、平成に入ってリサイクル施策優先の方向付けが
なされ、平成 10年ごろから家庭ごみの有料化が行政目的になってきたといった感があります。
　有料化を実施したほとんどの市は、有料化によるごみの減量と経済的誘導による分別の促進
を廃棄物行政の目的とし、リサイクル率の向上に専念しています。有料化未実施の市は有料化
実施が大きな行政目的になってしまっています。
　しかし、有料化未実施の国立市がいうのも僭越ですが、有料化による減量率は、おおむね
10％程度で、さらに減らしたければ料金を吊り上げていくしかありません。
　また、リサイクル率が向上すれば、地球に与える環境負荷は減るものの「可燃及び埋め立て
ごみ」が減り「資源ごみ」が増えるだけで、一般廃棄物の総量は変わらないと思います。
　では、どうしたら実質的にごみが減りゼロ・エミッションに近づくのだろうと考えて、行き
着いたのが「ＥＰＲを柱とした循環型社会」の構築という考え方でした。　
　次ページの図１と図２をご覧ください。図１が現在の一般廃棄物の流れです。図２が国立市
が目指す循環型社会での一般廃棄物の流れです。図２の流れに近づくほど行政のリサイクル率
はゼロに近づいていくことになります。

東京都

国立市
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　方向性は以上のように定まりましたが、どうしたら図２のように廃棄物の流れを変えていけ
るのかが平成 20 年ごろからの国立市の課題でした。お気づきでしょうが、廃棄物の流れを変
える作業は基礎自治体レベルの取り組み枠を大きく超えています。そこで、そのことに気付い
ている一部の民間団体や基礎自治体が国に対して「ＥＰＲ」法案の成立に向けて要請を行って
います。国立市も市長会などを通して要請を行っています。　
　それはそれとして、廃棄物の流れを循環型に変えていくための国立市の取り組みをご紹介さ
せてください。まず初めに行ったのが、平成 21年度に日野市が始めた「容器包装お返し大作戦」
に賛同し国立市も市報に「くにたちECOプロジェクト」と銘打って、広報等で５Ｒの普及を始
めました。３Ｒにリペア (直す ) とリターン (戻す ) のふたつを加え５Ｒとしたのです。
　図２の循環型社会に向かうために基礎自治体と消費者にできることは、図２の④の流れを作
ることしかできないのです。その先は、事業者に責任を持っていただきます。これがリターン
の目的です。
　消費者は、買い物のとき不要な容器包装を剥がして販売店のごみ箱においてくる。不要となっ
たペットボトルやビン・カンは次の買い物の時に販売店に返す。引き取らない販売店からは買
わない。⑤から先は、製造・物流・販売事業者の責任です。彼らは困るかもしれませんが我々
消費者は知ったことではありません。困って工夫してもらうのが目的ですから。エコロジスト
を自負しゼロ・エミッションを目指す消費者には強い気持ちが必要です。
　実際「レンズ付きフィルムのカメラ部分をリユース（部品によってはリサイクル）する」「ペッ
トボトル容器の材質を薄くする」「シャンプーや化粧水などの詰め替え製品の開発」などの実
質的にごみを減量する工夫は、基礎自治体や消費者の努力ではできないことで、発生源に「今
後もさらなる工夫をしてくれるよう」お願いするしかないのです。

国立市の５Ｒは３Ｒにリペアとリターンをプラス

①　　 ⑥     (再商品化業者)

②　　 ⑤

③　　
④

　（資源の一部）

　（ごみ・資源）

⑦　  　　行政

生産者（作って売れればそれでよい）

物流業者（経費的に無駄がなければそれでよい）

販売者（売ってしまえばそれでよい）

消費者
（不要となったら行政に処理させればそれでよい）

行政による処理
（市民が排出したごみは、何でもかんでも税金で

処理し、苦情がなければそれでよい）

①　　 ⑥　　　(再商品化業者)

②　　 ⑤

③　　
④

　（全ての循環資源）

　（ごみ）

⑦　　　行政

生産者（発生抑制・循環的な利用義務）

物流業者（環境負荷低減義務）

販売者（不要物となった場合の引き取り義務）

消費者
（発生抑制・循環的な利用及び市が行った時の費用負担義務）

行政による処理
（循環できない「ごみ」を引き受け
市民の生活環境を衛生面で支える）

図１　これまでの廃棄物の資源循環のイメージ図 図２　目指す循環型社会の廃棄物と資源循環のイメージ図



　イタリアの古都ボローニャで毎年開催される

「ボローニャ国際絵本原画展」。世界各国から

子どもの本のために制作された作品が集まり、

さまざまな国籍の審査員による審査が行われ、

世界的なイラストレーターの登竜門となっています。

　今年は 3190 人の応募があり、入選はたった 75 人です

が、その中になんと…ごみっとの表紙の版画作家・猫野ぺ

すかさんの名前が !!!　
　ぺすかさんの版画が初めてごみっとの表紙を飾ったのは８
年前。版画作家とて活躍し始めて間がない頃でした。今では
絵本の仕事は引きも切らず…人気の版画作家さんですが、ボ
ランティアでごみっとの表紙イラストを提供してくださって
います。今年は原画展が日本でも巡回します！　ごみっとで
お伝えしきれない原画の美しさを、どうか足を運んでご覧に
なってみてください。

祝

＊板橋区立美術館 7 月 5 日～ 8 月 17 日 　　＊ ( 兵庫県 ) 西宮市大谷記念美術館  8 月 23 日～ 9 月 28 日 
＊ ( 石川県 ) 七尾美術館  11 月 7 日～ 12 月 14 日　＊ ( 鹿児島市 ) 長島美術館  12 月 20 日～ 2015 年１月 25 日

猫野ぺすかさん

ボローニャ国際原画展に入選 ！！

出品された作品のひとつ「大亀モウラ」
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　次に生ごみの取り組みですが、生ごみ対策すなわち堆肥化と思い込んでいる方が多いかと
思いますが、食べ物の６割を輸入し３割を食べ残すなどといわれている日本国民がまずやら
なければいけないことがあります。食べ物を粗末にしないということです。先日、ごみ・環
境ビジョン 21 主催のごみ大学セミナーで「フードバンクの取り組み」を聞きましたが、こ
れには頭が下がります。市ができることとして「買いすぎない ・ 作り過ぎない ・ 食べ残さな
い」の「食育３ない運動」を推進しています。まずは発生抑制、それでも出る生ごみはたい
肥化するといった優先順位をしっかり守りたいと思います。
　実現は難しいのですが、最後に古新聞に対する考え方を披露させてください。行政回収で
は、有価物を決まった日に電柱のわきに出してもらい所有権もはっきりしない状態にさせて
収集しています。持ち去る人が出ても不思議はない。むしろ、ＥＰＲの流れに最も乗せやす
い古新聞を多大な税金を使って収集し、リサイクル率を競いあっている行政にもいくぶん問
題があるとは思いませんか。従って、新聞については、行政回収をやめて全ての新聞を販売
店回収と集団回収により図２の流れで循環させたいと考えています。
　最後に、誤解のないよう有料化についての考えを述べさせていただきます。国立市が将来
目標として掲げている「ＥＰＲを柱とした循環型社会」の構築、一般廃棄物の図２の流れを
作り上げていくための施策すべてにおいて有効に作用する施策であると考えています。
　国立市にとって家庭ごみの有料化は、そう遠くない将来実現できるかもしれませんが、そ
の先にある廃棄物施策における「ＥＰＲを柱とした循環型社会」の構築は、かなり遠い道の
りだと思っています。実現のための近道は、国立市だけでなく多くの方々と考え方を共有す
ることです。みなさまも、ご賛同いただけましたらどうかお近くの方から「ＥＰＲを柱とし
た循環型社会」について広めていただきたいと願います。

生ごみと古紙ついて


